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CERN(セルン）研究所 

• 1954年に発足した。 

 （今年9月29日に60周年記念行事を企画） 

• 加盟国： ヨーロッパ12カ国で発足。今年からイスラエ

ルも加盟して21カ国 

• 年間予算： 約1,000 億円 

• 職員： 約2,500 人 

• ユーザー： 約10,000人（世界71カ国から） 

• 1990年 WWWを発明した。 

• 15年かけてＬＨＣ加速器を建設し、現在運転中。 
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研究所：  

CERNの名称は、前身組織仏名のConseil Européen pour la Recherche Nucléaireの略称を継続。現英語名称は
European Organization for Nuclear Researchで、素粒子の基本法則や現象を加速器を用いて探究する研究所。ジュ
ネーブ郊外のスイスとフランスの国境にまたがる。  
沿革： 
1954年： 欧州12カ国の国際的研究機関として設立 
1959年： 28GeVの陽子シンクロトロン(PS)完成 
1971年： 陽子･陽子コライダー(ISR)の完成 
1976年： 450GeV大型陽子加速器(SPS)の完成 
1983年： 陽子･反陽子コライダーでWとZ粒子を発見 
1989年： 50+50GeV電子・陽電子コライダー(LEP)の完成 
1994年： 陽子･陽子コライダー（LHC)の建設を決定 
2000年： LEP2加速器の運転を終了 
2008年： LHC建設が完成し450GeVビーム周回に成功  
2010年： pp実験を7TeVで開始し重イオン衝突にも成功 
2012年： ヒッグスボゾンとみられる粒子をLHC実験で観測   
運営： 
年間予算 1,199MCHF(1,011億円相当) [2011年]。うち91.5%は加盟国による出資(NNI(国民純所得)に比例)で8.5%はホ

スト国の追加出資やEUなどの外部資金および資産運用収入による。 
職員数  2,427人 [2010年末] 
加盟国(21カ国)：ドイツ,フランス,イギリス, イタリア, スペイン, オランダ, ベルギー, ,ノルウェー, ポーランド, スイス, ス

ウェーデン, オーストリア, ギリシャ, デンマーク, フィンランド, ポルトガル, チェコ, ハンガリー, スロヴァ
キア, ブルガリア（出資高順）,イスラエル（2013年12月に加盟） 

加盟手続き中の国：ルーマニア、キプロス 
加盟の前段階としてのアソシエートメンバー国：セルビア、ウクライナ 
手続き中のアソシエートメンバー国：ブラジル、ロシア、パキスタンなど 
オブザーバー：インド、日本、ロシア、米国、トルコ、EU、UNESCO 
利用： 
CERNを利用する高エネルギー物理などの研究者数は年間10,482人 [2011年6月現在]に上り、これは全世界の高エネルギー実
験研究者の約半数にあたる。LHC計画ATLAS実験、COMPASS実験、ASACUSA実験、OPERA実験に、東大、名古屋大、神戸
大、KEKなどからの研究者が国際協力で参加している 

ＣＥＲＮ（セルン）の概要  

CERN 
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CERN(セルン）研究所 
   日本との関係 

• CERNは欧州の国際共同機関だが、ユーザーは世界中か

ら受け入れている。 

• 1970年代からPSやSPSでの実験で日本大学のグループ

が共同研究者として参加 

• 1980年代、電子・陽電子衝突加速器（LEP）での大型共同

実験OPALに日本グループが貢献（東大、神戸大など） 

• LHC建設に日本が貢献することを表明。  

   －＞日本：特別な権利を持つオブザーバーに 
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1994年12月のCERN理事会でLHC計画が承認された後、 

1995年6月23日 に与謝野馨文部大臣がCERN理事会に出席し日本による

LHC建設協力を表明した。非加盟国の中では日本が最初であった。その後

も日本は資金協力を行い、総計138.5億円の建設協力を行った。 

（http://cdsweb.cern.ch/record/721046?ln=ja） 

文部大臣  与謝野馨 CERN DG 
Chris Llewellyn Smith 

達磨 CERN理事会における日本政府代表 

2008年10月21日 LHC完成祝賀式典にて山内俊夫文部科

学副大臣が達磨の左目を記入してLHC完成を祝した。 

（http://cdsweb.cern.ch/record/1135731） 



LHC建設に貢献した主な日本企業 
推定規模
億円(註) 

古河電気工業 LHC加速器 超伝導ケーブル ～20* 

新日本製鐵 LHC加速器 双極電磁石の特殊ステンレス材 ～50* 

東芝 LHC加速器 収束用超伝導四極電磁石 ～15* 

ＪＦＥスチール LHC加速器 電磁石用非磁性鋼材 ～5* 

カネカ LHC加速器 電磁石用ポリイミド絶縁テープ ～10* 

IHI (+Linde) LHC加速器 低温ヘリウムコンプレッサー ～20* 

東芝 アトラス 超伝導ソレノイド ～10 

浜松ホトニクス 
アトラス,CMS, 
LHCb 

シリコン検出器, 光電子増倍菅,光検出
ダイオード 

～10 

川崎重工業 アトラス,CMS LArカロリメター容器, 鉄構造体 ～10 

林栄精器 アトラス ワイヤーチェンバー ～5 

東芝 アトラス 信号読み出し集積回路 ～2 

ソニー アトラス 検出器信号アンプ ～1 

ジーエヌディー アトラス トリガー用電子回路 ～1 

フジクラ アトラス 耐放射線性光ファイバー ～1 

クラレ アトラス シンチレーションファイバー ～1 

有沢製作所 アトラス 銅箔ポリイミド電極シート ～1 
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新日本製鐵 

古河電気工業 

東 芝 

（註）推定規模は、部分的な情報から推定しており、実際の契約額と相当にずれている可能性があります。 
あくまでも企業の貢献の規模の目安にすぎません。＊印は日本による建設協力資金が使用された事を示す。   

浜松ホトニクス 
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LHCのビーム衝突点 Low-b挿入用超伝導四極磁石 

KEKが設計、東芝が製造 

   磁場勾配 = 215 T/m 

   長さ 5 m、口径 70 mm 

2005年に18台の生産と検査を完了した。 

超伝導ケーブルを巻く 

作業（東芝京浜工場） 

コイルを検査するために垂直型クライ
オスタットに入れる（KEK） 

LHCトンネル内に設置された超伝導四極磁石 

ビーム衝突点では、陽子ビームを10ミクロンの
太さに絞りこむ。このためにレンズの役割をする
超伝導四極磁石が必要で日本と米国とが設計・
製造した。 

その他、超伝導ケーブルの製造（古河電気工業)や、電磁石用特殊鋼（新日鐵、川崎製鉄）、極低温ヘリウム冷却設備（IHI）など、日本
の建設協力資金を財源として調達した。日本企業によるLHC建設への貢献とその高い技術が評価を受けている。 
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J-PARC RF cavities PSB: cavities 

LHC magnets J-PARC neutrino beamline 

CERNとKEKでの技術開発協力の促進 



HL-LHC 加速器への貢献 

D1: 日本 
衝突
点 

Q1-3: 米国・
CERN( 

D2: 米国 Q4-6: フランス 

HL-LHCでのビーム衝突系磁石の開発分担 

既に始まった概念設計 

ビーム分離用の双極磁石の設計
がKEKのチームによって進んでい
る。 

現在のLHCに対しても、米国と共同で衝突点収束磁
石の開発製作を行った。この後継機に貢献 

～３００m 

ATLAS、CMSのビーム最終
収束部を交換 
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CERN日本フェローシップ制度 

CERN研修プログラム 

日本の国籍もしくは永住権を持つ研究者を、LHCのデータ解析や物理の研究を行うために、
CERNフェロー として採用する制度。LHCの現象論や加速器 物理の研究者も含まれる。  

採用期間： ３年、   採用数： 年間2名程度 

資格： 博士号の資格を持ち修士号取得から研究歴が１０年以内の人。 

採用： 応募者は日本の選考委員会面接を受ける。 

・ 日本からの事務職員の研修派遣：  1～２年間、CERNでの研修を受ける。 

・ 日本からの技術系職員の研修派遣：  約1年間、CERNで特定グループに属し研究を行う。 

高校教師研修プログラム 

・ 2009より毎年、佐賀県が１名の高校教師を３週間のプログラムに派遣している。 
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CERNでは、毎年6月～9月の間、サマースチューデントプログラムを実施している。参加学生はこの期間CERNに滞
在して、CERNの特定の研究グループに所属し指導を受けながら研究の補助をするほか、並行して行われる講義を
受講したり、ディスカッション、フィールドトリップ等の各種アクティビティに参加して、最先端の素粒子・高エネルギー
物理、粒子加速器、宇宙物理、データ処理に触れることができる。 

2004年度より、日本人学生もこのプログラムに参加することが可能となり、参加のための事務的な便宜及び現地で
のサポートをKEKが行なってる。毎夏5名の日本の学生（修士１年）を派遣してきている。 

2007年夏の学校参加者全
員の集合写真 

2007年講義の様子。夏の学校生
徒以外にも多くの参加者がおり
ホールがいっぱいになる。 

2007年 いろいろな国からの生徒
が集まった夕食風景 
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関連するウエブページ （主にLHC関係）  

・ 「CERNの概要」    

      http://atlas.kek.jp/public/IntroductionOfCERN.pdf 

 

・ アトラス日本グループ広報ページ（日本語）  http://atlas.kek.jp/ 

  には、LHC/アトラス実験のニュース・発表・解説・写真・ムービー・ 

  記録・報道・CERNの歴史などの数多くのリンク先が載っています。 

 

 

・ CERN http://cern.ch  

・ アトラス実験、 CMS実験 http://atlas.ch , http://cms.cern.ch  
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